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衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
国
鉄
清
算
事
業
団
の
資
産
処
分
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
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す
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。 内
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
国
鉄
清
算
事
業
団
の
資
産
処
分
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
イ
に
つ
い
て 

日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団(

以
下｢

事
業
団｣

と
い
う
。)

の
所
有
す
る
土
地(

以
下｢

事
業
団
用
地｣

と
い
う
。)

の
評
価
額
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
発
足
時
の
昭
和
六
十
二
年
度
首
に
お
い
て
公
示
地
価
を
基
礎
と
し
て
七
兆
七

千
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
度
首
か
ら
二
年
間
に
お
け
る
公
示
地
価
の
全
国
平
均
の
上
昇

率
を
用
い
、
売
却
に
よ
る
事
業
団
用
地
の
減
少
等
を
勘
案
し
て
試
算
す
れ
ば
、
約
九
兆
九
千
億
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。 

一
の
ロ
に
つ
い
て 

事
業
団
の
債
務
の
処
理
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
団
用
地
の
早
期
か
つ
効
果
的
な
処
分
に
よ
っ
て
、
最

終
的
に
残
る
債
務
に
つ
い
て
の
国
民
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
は
実
際
に
処 



一
の
ニ
に
つ
い
て 

一
の
ハ
に
つ
い
て 

事
業
団
用
地
の
処
分
は
、
そ
の
公
正
さ
を
確
保
す
る
と
と
も
に
最
終
的
に
残
る
事
業
団
の
債
務
に
つ
い
て
の

国
民
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
処
分

に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
取
し
、
地
方
公
共
団
体
が
現
に
公
用
又
は
公
共
用
の
用

途
に
供
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
随
意
契
約
に
よ
り
適
正
な
時
価
で
処
分
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。 

分
し
て
初
め
て
債
務
の
処
理
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
地
価
高
騰
を
期
待
し
て
事
業
団
用
地

の
処
分
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

事
業
団
の
債
務
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
債
務
が
累
増
し
て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
単
年
度
に
お
い
て

も
債
務
の
増
加
を
極
力
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。 

四 

 



一
の
ホ
及
び
へ
に
つ
い
て 

二
の
イ
に
つ
い
て 

事
業
団
用
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
六
日
の
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た｢

緊
急
土
地
対
策

要
綱｣

に
沿
っ
て
、
地
価
が
異
常
に
高
騰
し
つ
つ
あ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
処
分
の
実

施
を
見
合
わ
せ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
元
年
二
月
十
日
の
土
地
対
策
関
係
閣
僚
会
議
に
お
け
る
申
合

せ
に
よ
り
、
具
体
的
事
例
に
即
し
て
関
係
省
庁
間
で
緊
密
な
連
絡
、
情
報
交
換
を
行
い
、
か
つ
、
事
実
上
関
係

地
方
公
共
団
体
と
十
分
調
整
の
上
、
地
価
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
慎
重
に
、

順
次
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
処
分
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
地
価
対
策
に
も
十
分
配
慮

し
つ
つ
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
処
分
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

東
京
都
並
び
に
東
京
都
の
区
及
び
市
か
ら
は
、
事
業
団
用
地
に
関
し
、
公
園
、
道
路
、
住
宅
等
に
利
用
し
た

い
と
の
購
入
希
望
が
あ
る
。 

五 

 



三
の
イ
に
つ
い
て 

二
の
ロ
及
び
ハ
に
つ
い
て 

事
業
団
用
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
分
の
公
正
さ
を
確
保
す
る
と
と
も
に
最
終
的
に
残
る
事
業
団
の
債
務
に

つ
い
て
の
国
民
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
た
め
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
処
分
を
原
則
と
し
て
お
り
、
随
意
契
約

に
よ
る
処
分
は
例
外
的
な
処
分
方
法
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
整
備
の

多
様
な
二
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
東
京
都
を
始
め
と
し
て
多
数
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
事
業
団
用
地
の
購
入
に
係

る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
事
業
団
用
地
の
早
期
か
つ
効
果
的
な
処
分
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
も
、
随
意
契

約
に
よ
る
処
分
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

御
質
問
に
係
る
信
託
に
お
い
て
は
、
信
託
さ
れ
た
土
地
は
、
信
託
銀
行
が
信
託
期
間
の
終
了
の
際
に
建
物
と

一
括
し
て
適
切
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
益
に
よ
り
、
信
託
受
益
権
者
は
信
託
受
益
権
の
口
数
に
応
じ
て
信
託
の

元
本
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
建
物
の
賃
借
権
は
、
賃
借
人
と
信
託
銀
行
か
ら
当
該
建 

六 

 



四
の
ロ
に
つ
い
て 

四
の
イ
及
び
ハ
に
つ
い
て 

三
の
ロ
に
つ
い
て 

物
を
購
入
し
た
者
と
の
間
に
お
い
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。 

旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
を
中
心
と
し
た
汐
留
地
区
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
の
資
産
処
分
審
議
会
に
お
い
て
、
東

京
都
及
び
港
区
の
参
加
も
得
て
、
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
が
検
討
さ
れ
、
平
成
元
年
二
月
に
同
計
画
の
答
申

が
な
さ
れ
た
。
現
在
、
こ
の
計
画
を
踏
ま
え
、
早
急
に
基
盤
整
備
、
所
要
の
都
市
計
画
の
決
定
等
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
の
処
分
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
同
跡
地
が
事
業
団
用
地
の
中
で
も
最
も
資
産
価
値
の

高
い
土
地
で
あ
り
、
都
心
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
開
発
空
間
で
あ
る
こ
と
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
適
切
な
利
用
及
び 

事
業
団
用
地
を
担
保
と
す
る
抵
当
証
券
を
発
行
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

七 

 



四
の
ニ
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

Ｊ
Ｒ
各
社
の
株
式
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
六
日
の
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

｢

日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
の
償
還
等
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て｣

に
お
い
て
、
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
等
の
経
営
の
動
向
、
市
場
の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
債
務
の
円
滑
な
償
還
等
に
配
慮
し
、
で
き
る
限

り
早
期
に
適
時
適
切
な
処
分
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

処
分
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

旧
中
央
学
園
跡
地
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
等
か
ら
全
部
又
は
一
部
の
購
入
希
望
が

あ
る
。
同
跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
事
業
団
の
資
産
処
分
審
議
会
に
お
い
て
、
東
京
都
及
び
国
分
寺
市
の
参

加
も
得
て
、
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
計
画
の
答
申
を
受
け
て
適
切
な

処
分
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

八 

 



 

九 

ま
た
、
事
業
団
が
保
有
す
る
Ｊ
Ｒ
各
社
の
株
式
は
、
合
計
で
九
百
十
九
万
株
、
額
面
総
額
で
四
千
五
百
九
十

五
億
円
で
あ
る
。 

な
お
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
株
式
の
売
却
収
入
額
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
の
動
向
、
株
式
市
場
の
動
向
等

に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
現
段
階
で
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 




